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都市建設局 ２件

企業局 １件 　１　入札及び契約手続の状況について

都市建設局 －件 　２　抽出事案について

企業局 －件 　３　その他

都市建設局 －件 　　　・落札予定者辞退に伴う契約の相手方について

企業局 －件

都市建設局 －件

企業局 －件

都市建設局 ２件

企業局 １件

都市建設局 －件

企業局 －件

都市建設局 －件

企業局 －件

都市建設局 －件

企業局 －件

一般競争入札
（事後審査型（電子入札

方式））

令和４年度 第２回 和歌山市入札監視委員会　議事概要

　令和５年２月６日（月）

和歌山市役所本庁舎１４階　大会議室

　井伊　博行（委員長）

出席委員氏名

開催日及び場所

審議対象期間

一般競争入札
（事前審査型）

一般競争入札
（事後審査型（持参方

式））

議　事

　後　亮

抽出案件（総件数）

令和４年４月１日～令和４年９月３０日

　奥　智香子

　齊藤　久美子

委員会による建
議の内容

　なし

回　　　答

別紙のとおり

意見・質問

別紙のとおり

委員からの意見・
質問、それに対
する回答

随意契約

指名競争入札

　池田　裕明

一般競争入札
（事後審査型（郵送方

式））

公募型指名競争入札
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令和４年度 和歌山市入札監視委員会（第２回） 
 
（委員からの意見・質問、それに対する回答等） 

【入札及び契約手続の状況について】 

（事務局） 

（委 員） 

 

（事務局） 

 

 

（委 員） 

 

（事務局） 

 

 

 

 （令和４年度分の入札及び契約手続の状況について説明） 

 入札差金（予定価格と落札価格との差）の取扱いはどうなっているのか。別の

工事で使用することはできるのか。 

 入札差金が生じた場合、変更契約や他の工事を発注する財源として事業促進に

活用したり、不用額として減額補正し翌年度以降の財源として留保するなど、効

率かつ適正な予算執行に努めている。 

 一般競争入札における落札率の状況で、令和４年度から９０％以上９５％未満

が増えた理由を再度説明してほしい。 

 国が低入札価格調査基準の計算式を改定し、今年度から一般管理費等の料率を

５５％から６８％に引き上げたことに伴い、当市も７月に同様の見直しを行った

ことが影響していると考えられる。 

 

【抽出事案について】 

① 中之島横断歩道橋上下部工事 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

（委 員） 

（事務局） 

 

 

 

 

 （抽出事案の概要について説明） 

 落札率が１００％の理由として、歩道橋の製作で多くの鋼材を使用するが、令

和３年頃から資材価格が高騰してきており、いつまで高騰を続けるのか不透明な

状況にあること、また、工事場所が５差路の交差点で交通量も多く、交差点の中

心に横断歩道橋の橋脚がある変則的な形状をしており、複雑な交通規制が必要と

なるなど施工条件が厳しいことから、結果として落札率１００％になったものと

考えられる。 

 横断歩道橋を設置しないといけない基準等があるのか。 

 法的なものはなく、地元地域の方々の要望で設置するケースがほとんどであ

る。今回の場合、５差路の大きい交差点で、近隣の中之島小学校の通学路になっ

ていることもあり、歩道橋を残してほしいという要望が多かったため、歩道橋を

架け替えることになったようだ。 

 

② 和歌山市あいあいセンター空調設備更新工事設計業務 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 （抽出事案の概要について説明） 

 落札率が１００％の理由として、空調設備の更新ということで、設備の設計が

メインの業務となるが、当市に登録のある建築関係の設計事務所にも建築設備士

など設備設計の資格を有する者が在籍しているところもあるが、実務上、設備設

計の専門業者に依頼することが多いようである。そのため、本件のような設備設

計をメインとする業務においては、経費の圧縮が困難で業者も敬遠したことで不
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（委 員） 

（事務局） 

（委 員） 

 

（事務局） 

 

 

（委 員） 

 

 

調が続き、最終的に入札のあった１者も予定価格と同額での応札となったと考え

られる。 

 １者入札で不調となった１回目と同じ業者か。 

 別の業者である。 

 空調メーカーに設計施工一括でやってもらったほうがいいのでは。和歌山市は

設計施工一括発注を行っていないのか。 

 小中学校の空調設備改修工事など過去に設計施工一括で発注した実績はある

が、できるだけ地元業者の受注機会を確保したいという考えにより、通常は設計

と工事を分けて発注している。 

 地元を優先というのもわかるが、設計施工のほうが安くなるのでは。どっちが

いいとは一概に言えないが、考えてみてもいいかもしれない。 

 

③ 和歌川終末処理場２号空気予熱器改築工事 

（事務局） 

 

 

 

 

 

（委 員） 

 

 （抽出事案の概要について説明） 

 老朽化した既設設備である空気予熱器の長寿命化・延命化を図る更新工事であ

るが、下水の処理を止めることはできず、施設を稼働させながらの更新であるこ

とから、既設メーカーが有利で他業者の参入が難しく、また、撤去する設備につ

いては、ダイオキシンの飛散対策を講じる必要もあったことから、経費の圧縮も

難しく、入札参加者が少なく、落札率が高くなっているものと考えられる。  

 老朽化した施設を一から建て直すなら、１者で１００％近い落札率にはならな

いだろうが、既存施設のまま延命化するだけなら、やはり既設メーカーが有利

で、こういうことになるケースが多いのであろう。 

 

【その他】 

（事務局） 

（委 員） 

 

 

（委 員） 

 

 

（委 員） 

 

 

（事務局） 

 

 

 （落札予定者辞退に伴う契約の相手方について説明） 

 ランダム係数を導入する時から言っているが、ランダム係数内に応札者がいる

のに、失格や辞退により高値で入札した業者が落札者となるような制度は良くな

い。ランダム係数で最低制限価格を決定する制度をやめてはどうか。 

 ランダム係数には談合対策といった意味合いもあるのだろうか。今回のように

失格や辞退で高落札率になるような事例は稀だと考えるが、問題であるのは事実

なので思考停止せずに検討はしてほしい。 

 最低制限価格と同額でのくじ引きによる落札者決定が頻発することを防ぐため

にランダム係数を導入したのではなかったか。導入当時の経緯も確認してみては

どうか。 

 今回いただいた意見を踏まえ再度検討を進めていく。 
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